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2015年 基準地価 発表！（関東版） 
 

２０１５年の基準地価が公表されました。基準地価とは、各都道府県が定めた地点の７月１日時点で

の１㎡あたりの正常な価格を調査、評価して決められ、９月下旬頃に公表されるものです。 
 

１．全国の動向 

基準地価の全国平均は、住宅地は前年に比べ

▲１．０％と２４年連続の下落、商業地におい

ても▲０．５％と８年連続で下落となっていま

す。ただし、下落幅は２００８年のリーマンシ

ョック以降で最も小さくなっており、地価回復

の動きがみられます。 

 

２．三大都市圏 

 三大都市圏の住宅地は０．４％上昇しました

が、昨年の０．５％と比べてやや上げ幅は縮小

傾向にあります。一方、商業地は２．３％の上

昇で上げ幅も昨年の１．７％から拡大しました。

金融緩和マネーの流入と、駅周辺地域の再開発、

外国人観光客の増加などが理由と考えられま

す。 

 東京圏では、商業地が３年連続で上昇し今年

は２．３％上昇しました。また、調査地点全体

の７５％強で上昇しており、上昇幅も昨年に比

べて拡大しています。東京２３区に限定すると

４．０％の上昇となっており、中でも港区表参

道周辺が２０．２％と大きく上昇しています。 

その他にも、東京都立川市で５．５％、千葉県

鎌ヶ谷氏や千葉県流山市、川崎市中原区などで

4％超の上昇となりました。住宅地は０．５％

上昇し、上昇地点は全体の約５０％と昨年より

減少しました。 

 

３．地方圏 

 地方圏では基準地価の二極化がみられます。７０％の地点で下落している一方で、地方中枢都市である

札幌市、仙台市、広島市、福岡市の住宅地では６７．８％、商業地では８２．２％の地点で上昇していま

す。また、２０１５年３月に北陸新幹線が開業した影響で、金沢駅周辺では１６．８％も地価が上昇して

います。福島県は復興需要で住宅地の上昇率が全国トップの２．０％、商業地も２３年ぶりの上昇で０．

３％増となりました。商業地の上昇は、除染作業を行う業者で県内に事務所を構えるところが増えている

ことが理由と考えられます。 

 

 

 交通の利便性、住環境、収益性など様々な要因で地価は変動します。ご自分の所有地の現状をきちんと

把握し、最適な有効活用（賃貸経営、売却、買換など）を見極めることが大切です。私達もお手伝いさせ

ていただきます。地価の上昇・下落に合わせて売却・贈与等のご相談がございましたら、いつでも当社ス

タッフまでご連絡くださいませ。 

  住宅地  商業地 

東京都  １．３  ３．３ 

神奈川県  ０．１  １．３ 

千葉県  ０．０  ０．５ 

埼玉県 ▲０．２  ０．２ 

群馬県 ▲１．４ ▲１．１ 

栃木県 ▲１．６ ▲１．８ 

茨城県 ▲１．３ ▲１．６ 

大阪府  ０．０  ３．６ 

愛知県  ０．７  ２．２ 

広島県 ▲１．７ ▲０．７ 

福岡県 ▲０．５ ▲０．２ 

北海道 ▲１．９ ▲２．１ 

 三大都市圏  ０．４  ２．３ 

地方圏 ▲１．５ ▲１．６ 

全国平均 ▲１．０ ▲０．５ 

～2015年 基準地価の都道府県別変動率～ 
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